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第1章 貯信時 潤
まずやらなきゃいけないことは お金は汚い
というイメージを捨てること この件 だ と捨てない

限り 渼らは挑戦できない身体のまま

の クラウドファンディングは 信用とお金に換金する装置

信用さえあればお金が作れるようになってきた

- 信用の稼ぎ方 は 嘘をつかないこと

嚙つくことで露出を続けると 認知度は
上がるけど人気度信用度 は確実に落ちる

- 嘘は 感情ではなくて 環境によってつかまれる
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信用東高 嘘 かなシク祧たデジでは
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2章オンラインサロン

- 杇 たサロンがたクラブと大きく違うのが サービスの

流れ やな金の流れ が一方通行とは限らない点
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今は 作ること が娯楽になってきている
完成品を受け取るのではなく完成させるまでの
苦労や達成感に価値が発生している

Ehモ に育費から で消費といわれている
ことの究極だか
お金を払ってでも体験したい

Aさんにとっては労働 であっても Bさんにとっては

お金を払ってでも体験してみたいことというの が

成立する

ex 電車運転したい 準備書面書いてみたい

自分で発信して信用を魂 で 魂だ信用を換金
できるようになった
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- の金はその気になれば 自分で阼れる時代になった
N

優秀な人材ほど 給料 で釣るが難しくなる

優秀な人材が 追い求めるのは 高い給料をもら

ってる自分ではなくて 常に面白いことをしている
自分 である

会社は 祖に対して 面白いことができる環境
を提供するしかない これから生き残るのは

社員使う会社 ではなく 社員に使われる

会社 である

い たうたサロンもクラウドファンディングは怺
語用を換金する装置
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オンラインサロンの不下に必要なのは 印籠をなれる

生産能力で それを持ち合わせていないと厳しい

-みんなが集まれる場所を提供します だけでは

乗り切れない 批判を全て跳ね返すだけの圧倒的
な作品をコンスタントに発表できる力が必要

店検索が 人検索も
八 画 ところの知らない人よりも多少遠くても

q 知ってる人のほうが長い

今放の で 所 で の 根本部分のような気がする
人の言用 が重要になるか
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国 3章 新世界

2011年に 評価経済社会 という言葉があった
貨幣のかわりに評価が流通する時だ

これからは お金持ち ではなく 共感を集め

ている人 が社会を重がす

し
広さ だけではなく深さもある

広さ
cross

燙 fgf
加 は数で数値を可能

でし 数値化ができない
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人検索で 店が選ばれて ありがとう の 数 社
で 店が評価され そして その評価 でまた人が

集まってきて お店にお金が落ちる

たとえ弱くても 無名でも 誠実に生きてる人が
報われる世界
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無名 正直1者を勝たせる世界
狭く深く愛されている人を引き上げることが
できる世界
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